
大
正
問
包
帯
六
月
二
十
一
目
第
三
国
南
"
偉
物
語
4

へ
毎
月
-
圃
『
同
建
仔
」

、
三，

a 

、ト

‘a 

f 

ff 電車E 日ー-1'司三三勾~~"二二 十芳日野召

叢

責
上
税
の
課
税
方
法

岡
民
生
命
史
観

貸
借
封
昭
一
表
の
問
題
:
-

・書官

論

機
人
組
制
の
司
的

禁

載

帯

法
措
博
士
紳
戸
正
雄

煙
草
博
士
石
川
興
二

・
・
:
料
章
博
士
蜂
川
虎
三

問

削

内

九

園
際
的
再
保
険
と
局
替
相
場
の
饗
動

シ
ユ
ラ
!
の
保
護
貿
易
論
・

i
リ
ダ
ル
の
貨
幣
論
に
つ
い
て

4噌'

9~ 

護
憲
土
谷
口

士
口
彦

限
持
田
平
士

a包
酔

町

山

台

Ia

巳
a

z
-
-
J
U
I
C
E
一
Z

岡

倉

伯

士

服
部
新
一

総済間四日士

料済問中士

円
回
比

土
地
利
用
組
合
に
闘
ナ
る
一
資
料
:
将
軍
博
士
八
木
芳
之
助

ス
タ
ハ
ノ
フ
運
動

E
E
E
-
-
:
:
E
i
-
-
・
:
;
司
-
;
空
間
車
士
大
塚
一
朗

農
民
の
税
外
貨
捲
ー
・
・
:
・
:
・
一
・
:
経
済
事
士
柏
井
象
雄

剛

問

鰐

蜘

新
着
外
岡
経
済
雑
誌
主
要
論
題

主



土
地
利
用
組
合
に
闘
す
る
一
資
料

日記----固

主主

土
地
利
用
組
合
に
闘
す
る

資
料

責:*
任詮

信
HJ 
販

z震
対P.荊
利同

型組
弓キ b、
業

l¥. 

.，~i'" 

，一四

?i;;: 

75 

I!lJ 

現
下
我
凶
白
土
地
問
題
解
決
上
、
産
業
組
合
組
織
に
よ
る
土
地
利

用
組
合
が
泉
し
つ

L

あ
る
役
割
を
知
る
心
は
、
興
味
深
い
事
柄
で
あ

る
。
蕊
に
紹
介
す
る
中
常
信
販
勝
利
組
合
は
紳
奈
川
豚
愛
甲
郡
中
津

村
に
あ
る
。
中
滞
村
は
紳
奈
川
牒
の
中
央
、
厚
木
町
の
東
北
一
二
虫
、

刈
模
川
と
中
津
川
と
の
中
聞
に
牧
し
、
戸
裁
五
八
四
戸
の
農
村
に
し

て
、
そ
山
土
地
は
概
し
て
卒
州
、
大
部
分
は
畑
地
(
四
七
一
町
歩
)
で

あ

p
、
一
同
川
市
日
沿
岸
水
利

O
M
あ
る
虞
に
七
七
町
歩
品
聞
の
水
田
が
あ

る
。
中
段
村
は
古
来
か
ら
養
鐙
を
替
み
、
畑
地
の
週
牛
は
桑
闘
で
あ

る
。
最
初
中
津
産
業
組
合
は
共
同
製
紛
の
目
的
を
以
て
、
大
正
六
年

省
限
責
任
中
津
村
信
用
生
産
組
合
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
閥

東
震
災
に
遭
ひ
一
時
事
業
を
中
止
し
た
が
、
大

E
十
五
年
に
之
を
復

抗
し
、
組
合
員
を
柑
募
し
、
信
用
事
業
の
振
興

E
岡
り
、
従
来
の
持

第
四
十
四
巻

四
六

O

第

量主

O 

寄
製
綜
を
全
般
し
て
現
在
の
供
繭
制
組
合
製
赫
と
し
た
。
昭
和
三
年

に
は
農
業
倉
席
を
新
設
し
、
昭
和
五
年
度
よ
り
購
買
事
業
を
開
始
し

七
年
末
本
村
が
絞
梼
更
生
村
の
指
定
を
受
〈
る
宇
、
地
主
小
作
人
聞

の
融
和
を
周
り
、
小
作
人
の
耕
作
擁
安
定
を
期
す
る
た
め
、
士
地
利

用
卒
業
を
開
始
し
、
ま
た
枇
〈
閣
は
的
施
設
と
し
て
は
助
産
婦
(
産
勢
)
利

用
事
業
を
倒
的
し
、
八
年
に
は
其
心
組
織
を
保
詮
責
任
に
費
更
し
、

ん
年
に
は
肥
料
配
合
所
を
新
設
し
、
十
年
に
ほ
自
家
用
後
電
所
を
建

設
し
、
自
家
用
一
切
の
電
力
、
定
時
九
を
自
給
し
、
俸
制
官
力
bz
以

τ

製
氷
所
を
建
設
し
、
之
に
」
っ
て
敏
締
り
冷
蔵
を
一
げ
少
・
組
A

『
円
民
京

放
の
設
熱
杭
人
に
劃
し
て
は
、
氷
塊
を
無
償
で
配
給
し
て
ゐ
る
o
之

よ
り
先
、
榊
奈
川
勝
北
部
の
組
合
製
綿
の
不
振
に
促
さ
れ
て
、
そ
の

整
理
成
合
の
議
起
目
、
他
の
各
組
合
製
赫
工
場
は
之
を
駿
止
し
、
本

組
合
製
赫
工
場
は
之
を
改
築
相
設
し
て
、
之
に
闘
す
る
設
備
一
一
切
を

新
設
白
勝
聯
合
合
に
藤
波
す
る
こ
と

L

な
っ
た
。
従
っ
て
今
日
町
中

津
信
販
賄
利
組
合
は
前
接
に
は
製
紙
副
業
を
行
は
な
い
凹
種
事
業
柴

普
組
合
で
あ
る
。
昭
和
十
一
年
十
二
月
末
現
在
に
於
け
る
本
組
合
の

組
合
員
総
数
は
六
一
七
人
に
し
て
、
其
の
内
謀
、
地
主
五
八
人
、
自

作
一
二
三
人
、
自
作
粂
小
作
ニ
凶
六
人
、
小
作
一
八
五
人
、
そ
の
他

五
人
で
あ
る
。

中
津
村
に
於
け
る
小
作
粧
管
耕
地
面
積
は
二
八
一
町
歩
に
し

拙稿、土地問題と産業組合(経青年前叢、第四十三一巻第二J説)参照。
中将士村の総戸数は584にして、そのうち専業農g"39"戸、兼業農家 '3'戸、商
業者25戸、工業者29戸、 t魚業者 2声、其他15戸・むある。
中常信販勝利組合の組合員数が中津村の鯨戸製より多いのは、この組合の区
域内には愛甲郡中待村の外に、同郡依知村‘下)11入村、高峰村角田宇箕輪宇
梅津宇小棒、津久井郡湖南村を合むからである C

2) 



て
、
之
が
貸
借
契
約
は
蕩
来
の
慣
習
に
鎌
り
行
は
れ
て
ゐ
た

が
、
近
時
一
般
経
済
界
の
-h
況
に
凶
り
小
作
料
の
延
滞
者
増
加

し
、
地
主
に
於
て
も
向
上
せ
る
生
活
費
と
共
の
牧
入
と
の
均
衡

を
得
・
下
、
所
有
地
を
底
分
す
る
傾
向
を
来
し
、
乙
の
鐙
の
欣
態

を
繕
輔
せ
ん
か
、
小
作
人
は
耕
作
楼
の
安
定
を
期
す
る
能
は
や
'

ひ
い
て
耕
地
の
荒
廃
を
悲
起
す
る
虞
が
あ
っ
た
の
で
、
此
等
の

弊
容
を
排
除
し
、
小
作
人
の
排
作
機
安
定
を
凶
り
、
地
主
に
封

す
る
小
作
料
支
梯
を
闘
滑
攻
ら
し
め
唱
徐
々
に
自
作
農
家
を
創

設
す
る
目
的
を
以
て
、

l明
FrJ 

，年

fJ 
!亘2

1111 
-'~ .. 
口

1<: 

地
利
用
事
業
を
開
始
す
る
に
決
し
、
昭
和
八
年
度
よ
り
之
が
賓

施
を
見
る
に
至
っ
た
。
卸
ち
山
組
合
は
匡
域
内
の
地
主
及
び
小

作
人
間
の
圃
浦
在
る
協
調
を
附
る
た
め
、
地
主
よ
り
土
地
管
理

の
委
託
を
受
け
、
之
を
一
般
の
小
作
料
よ
り
も
低
額
を
以
て
組

合
員
に
貸
付
け
る
。
叩
組
合
に
委
託
さ
れ
た
る
土
地
は
将
来
地

主
よ
り
小
作
者
に
責
り
渡
す
を
本
旨
と
し
、
地
主
は
組
合
の
了

解
な
く
し
て
他
に
之
を
寅
渡
す
る
を
得
な
い
と
と
L
し
、
小
作

者
の
擁
護
に
努
め
て
丸
伊
一
九

註
一
)

中
常
村
の
庚
狭
別
土
地
所
有
者
戸
数
を
見
る
に
、

土
地
利
用
組
合
に
闘
す
る
一
資
料

~Ir 

未
満
二
三
四
戸
(
六
回
・
一
一
一
%
、
全
国
平
均
は
七
四
・
七
%
)
、
一
町
以

上
九
四
戸
(
二
五
・
八
%
、
A

守
閣
平
均
は
一
七
・
七
必
)
、
三
町
以
正
一

七
戸
(
四
・
七
%
、
全
国
平
均
は
四
・
凶
%
)
、
五
町
以
上
一
四
戸
会
一
-

八
%
、
全
凶
平
均
二
・
二
%
)
、
十
町
以
上
五
戸
(
了
四
%
、
全
閣
平

均

7
0
%
)
、
計
三
六
四
戸
(
一
0
0
・
0
%
)
で
あ
る
。
印
ち
巾
准

、
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
;

村
に
於
て
は
土
地
所
有
の
集
中
が
全
閣
平
均
よ
り
も
柑
高
い
。
中
樟

村
の
自
管
農
家
線
戸
敷
五
三
一
一
一
戸
(
一
0
0
・
0
%
)
の
っ
ち
、
自
作
一

O
七
戸
(
二
0
・
五
%
、
会
同
平
均
は
三
7
0
4
片
)
、
自
小
作
二
三
九

戸
(
四
一
一
二
%
、

1
3
1
M
間
平
均
は
凶
二
・

3

一
%
)
小
作
一
七
六
戸
(
一
一
一
七
・

制
%
、
入
Y
M
H
平
均
は
一
二
ハ
・
八
必
一
)
に
し
て
、
本
村
は
4
7
閥
平
均
よ
り

、
、
、
、
、
司
、
、
、
、

も
同
作
農
戸
数
が
少
な
い
。

昭
和
十
一
年
十
二
月
末
現
在
に
於
け
る
中
津
産
業
組
合
の
管

迎
土
地
面
積
蛇
に
利
用
料
(
昭
和
十
一
年
度
)
を
掲
ぐ
れ
ば
左
の
如

く
で
あ
る
。

Hl 

水|地

|目

匹l~ 面T

ノ、 - ー ハ l

凹r凹r1 

七五 o--i 

二 反反反|
ー」 λ - ， 剥古

空亘五玩|二
三!手IJ、 l

三七|

六七 i)円
O 三
・ I~ ・石
五~E_I*~
o 0 

山 畑

休

凹
・

o
c

斗z-

地

六
二
八
・
大

O

以
下
、
本
組
合
の
管
理
す
る
水
田
‘
畑
及
ぴ
宅
地
に
就
て
、
そ

第
四
十
四
番

凶
六

第

披

従来より水田小作料は米納にして、 IITt.伝常1) (-一回I石34-5升、中mI石23[、
下回9斗である。到I(小作料は金納にして、締債の鑓動により櫓減あるも、昭和
二年以降はI反 歩 常 UJ，_畑"園、中畑山周回銀、下畑8園羽鎮で忘る。小作契
約は謹書によるもの6害IJ、口頭契約4害IJ、小作契約期間は普通悶畑3年乃至5"1ユ

桑闘5年乃墨四年であるが、期限満了後も引績き縦横小作される。
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土
地
利
用
組
合
に
闘
す
る
一
資
料

の
土
地
利
用
事
業
を
よ
り
詳
細
に
紹
介
し
よ
う
。

先
づ
本
初
合
の
管
却
す
る
水
間
六
六
町
一
一
民
二
畝
に
つ
き
、

酎
税
別
水
間
提
供
者
数
と
引
ハ
の
出
獄
、
水
回
面
積
別
利
用
者
数

と
共
の
閥
横
を
示
さ
う
。

圃創"-1

仔l副主!

匝iDt

蒋1>/<:1

|ノ1

E ニーー斗 n
言電= プミ

子亨 子 -:1I古
=一 一l

二一五 1町村
町町段|

IUU司tl tl tl I 
下下下 i程ホ

ー[;i

一
町
歩
以
下

三
町
歩
以
下

五
町
歩
以
下

十
町
歩
以
F

十
町
歩
以
上

計

Z
A
-
-

七
九
・
六

百十

ヲZ

宮司
宮町己. 

t

即
ち
水
悶
の
提
供
者
は
四
人
に
し
て
、

そ
の
内
三
人
で
合
計
三

町
六
反
一
畝
を
提
供
す
る
に
過
ぎ
た
い
。
残
り
の
六
二
町
五
反

一
畝
は
本
村
の
耕
地
整
理
組
合
が
産
業
組
合
に
管
理
を
委
託
す

る
も
の
で
あ
る
。
水
回
を
利
用
す
る
組
合
員
に
就
て
見
る
に
、

五
反
以
下
を
利
用
す
る
者
が
最
も
多
い
。

従
っ
て
中
津
産
業
組
合
白
土
地
利
用
事
業
に
闘
し
て
は
、
右
の
耕

地
整
理
組
合
。
事
業
に
倒
れ
る
必
要
が
あ
る
。
従
来
本
村
需
要
の
牛

第
四
十
回
答

E且
六

第

競

一一

を
も
充
す
に
足
ら
な
か
っ
た
生
虎
米
を
容
殖
し
て
、
村
内
白
米
自
給

を
閥
る
た
め
、
大
E
十
一
年
に
耕
地
整
列
一
組
合
が
設
立
さ
れ
、
相
模

川
右
岸
一
帯
の
荒
蕪
地
約
八

O
町
歩
の
開
墾
が
企
固
さ
れ
、
岩
盤
二
一

百
五
十
間
の
陸
選
を
穿
っ
て
用
水
取
入
口
を
設
け
、
府
川
に
沿
ふ
て

提
騎
を
築
き
、
大
E
十
四
年
竣
工
し
、
そ
の
結
阻
剤
、
開
田
六
一
一
町
渉

開
州
五
町
歩
、
宅
地
一
町
六
段
歩
、
山
林
一
二
町
歩
と
な
っ
た
。
臨

に
大
正
十
一
一
一
年
度
に
は
開
町
一
三
町
歩
に
於
て
組
合
直
営
の
稲
作
を

行
っ
た
が
、
て
一
品
峻
-l
後
、
寸
問
年
度
よ
り
は
組
合
員
に
恨
換
地
し

て
.
之

E
制
人
前
払
y
k
祁

L
，
小
作
料
以
委
員
約
者
一
利
叫
相
し
て
、
利

土
の
深
浅
、
法
消
の
使
否
、
位
置
の
良
否
停
を
参
酌
し
、
前
年
の
牧

雄
歩
合
よ
り
推
定
し
て
一
反
歩
常
り
之
を
左
の
如
く
決
定
し
た
。

毒凶

乙甲等

協 I出玉.

定斗斗

協六七

定 斗 斗 31 牛石|度

空 1 6f3:. 

4-I度
一|岡

空空三|年|
定3j石斗斗斗|度|
扇τ 二一ご二一ご雁司

布石石石|山
一二三四 1 TI 

ま石斗ヰミlーとト|氾関

而
し
て
耕
地
整
理
組
合
の
開
拓
し
た
水
聞
の
所
有
者
は
次
表
の
如

〈
な
っ
て
ゐ
吾
。

即
ち
耕
地
盤
別
組
合
の
内
部
に
於
け
る
土
地
所
有
は
分
散
さ
れ
て

ゐ
る
。
而
し
で
こ
の
開
墾
水
町
は
相
模
川
に
沿
ふ
て
南
北
約
一
一
一

O
町

この工事費税、額(事務費、創 t費、建物イ七を加ふ 3'リ， 2】3岡5&銭にして、岡
庫助成金148，636園田銭、服喪補助 50，764圏、村知補助 450困を差引き、残栴I
"9，363園156銭は組合のfI'入金E以て充訴し、事裁を車問管して来た。
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所
有
面
積
一
所
有
者
数
一
面

人

一
反
歩
以
内
二
六

一
一
一
反
歩
以
内
包
一

五一氏
ιv
以

内

一

九

一
町
歩
以
内
一
四

一

町

歩

以

ト

三

計
ニ
一
一
=
一

一ー
と=三二二 '" 斗4 区司

子主主主王圭J積

十八三ぷ|備
宵l

多し地l点

したを!-ツ

交
換
を
行
ふ
た
の
で
あ
る
。

白
間
に
あ
る
の

で
、
こ
の
附
近

に
散
布
す
る
農

家
は
夫
々
自
家

に
最
も
近
い
便

利
な
水
田
正
耕

作
し
得
る
宇
う

利
五
に
排
地
の

市
川
ヘ
半
~
叱
上
司
守
川
川
悦
品
化
け
凡
1

ふ，ヨ
M
V
H
主
主
川
テ
亡
委
託

t
j
i
f
!
l
i
d
-
-
;
1
4
J
i
J
'
1
-
;
i
;
『

さ
れ
る
と
と
L

た
っ
た
。
こ
の
際
、
そ
の
小
作
料
は
従
前
の
確

定
小
作
料
通
り
と
さ
れ

h
o
但
し
凶
作
に
際
し
て
は
減
売
が
行

は
れ
る

3

乙
の
減
免
の
方
法
は
、
羽
合
の
管
理
問
た
る
と
否
と

に
拘
ら
や
、
中
津
村
全
般
に
就
て
、
農
舎
に
於
て
自
作
農
よ
り

す
る
。

友
る
委
員
舎
を
設
け
、
地
主
小
作
人
間
の
諒
解
を
求
め
て
決
定

と
の
減
売
の
基
準
は
、
牧
穫
高
二
割
減
の
場
合
は
一
一
割

引
、
二
一
割
減
の
場
合
は
二
割
引
・
四
割
減
の
場
合
は
阿
割
引
と

友
っ
て
ゐ
る
。
産
業
組
合
の
管
理
由
に
閲
し
て
は
、
昭
和
九
年

度
は
開
墾
新
田
K
劃
し
て
は
四
割
引
、
葎
問
に
封
し
て
は
二
割

七
分
五
厘
引
、
十
年
安
は
新
田
二
割
七
分
五
哩
引
、
嘗
回
一
一
割

土
地
利
用
組
合
に
胸
ナ
る
一
資
料

五
分
引
と
し
か
。

と
の
小
作
料
減
免
は
土
地
提
供
地
主
の
連
帯

負
擦
と
す
る
。
向
ほ
組
合
は
奨
励
米
と
し
て
、
小
作
人
に
玄
米

一
伎
に
付

一
等
米
に
は
二
升
.
二
等
米
に
は
一
升
五
合
、

等
米
に
は
土
井
、
四
等
米
に
は
五
合
を
支
給
し
て
ゐ
る
。

目
の
小
作
料
は
十
一
一
月
末
日
迄
に
組
合
の
指
定
す
る
日
時
及

ぴ
場
所
に
搬
入
し
て
納
め
る
も
の
と
す
る
が
、
離
れ
た
部
活
へ

は
組
合
か
ら
白
動
車
を
以
て
徴
集
に
出
張
す
る
。
之
に
は
一
依

仲
田
ハ
リ
五
銭
乃
五
七
銭
の
運
賃
を
山
史
寸
る
が
w

之
は
組
合
の
負
除

と
す
る
。
か
く
て
納
付
さ
れ
貴
金
氷
は
組
合
に
於
て
泣
附
K
会

部
共
同
販
賓
に
附
し
、
共
同
計
算
制
に
よ
っ
て
土
地
提
供
地
主

に
支
梯
ふ
。
而
し
て
組
合
の
経
費
に
充
て
る
た
め
、
玄
米
一
俊

に
つ
き
二
十
銭
の
手
数
料
を
土
地
提
供
地
主
か
ら
徴
牧
す
る
。

と
の
こ
十
銭
の
内
に
は
販
寅
手
数
料
及
び
倉
庫
の
保
管
料
が
含

れ
て
ゐ
る
つ
従
っ
て
水
田
を
利
用
す
る
小
作
人
か
ら
は
、
千
数

判
は
之
を
老
も
徴
牧
し
な
い
。

現
在
の
庭
、
耕
地
整
理
組
合
関
係
の
新
田
に
就
て
は
、
産
業

組
合
に
納
付
さ
れ
た
小
作
料
は
之
を
水
田
提
供
地
主
に
配
分
せ

ゃ
、
と
の
小
作
米
の
責
却
令
を
以
て
跡
地
整
理
組
合
の
借
入
金

策

強

一
一一

第
四
十
四
巻

四
六

中曽村に於ける水同白牧穫高は I反歩1~' I}平年fpこ於て上回3:ti、中間2右5升、
下回2石であり、その小作料は上回I石3-;'t~5汁、中間 I石2斗、 1ド同 9"1-5升とな
ってゐる。之は産業組合の容理ナるホr引に於て屯同様である。
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土
地
利
用
組
合
に
闘
す
る
一
委
料

の
償
還
に
充
首
し
て
ゐ
る
。

四

+
ー
に
中
津
産
業
組
合
の
管
刈
一
す
る
制
面
積
は
四
一
一
川
八
畝
で

る。あ
る
が
、
之
が
提
供
者
及
び
利
用
者
は
、
左
の
一
如
く
な
う
て
ゐ

;;;;:ñ~1 
I jfj~ 

I!川町

五 J

町
歩
以
下

=
町
歩
以
下

五
町
歩
以
下

十
町
歩
以
下

十
町
歩
以
卜

長
-
M

J¥ー一一ー

E司

o 治

さEE4
二一五|町村

岡r町反円
主Ll'}. l'1 

下下 下 !?1j

一三___'li三副J'l
1m 

世七人 i
子手子 IfI， 

Eヨ二二D之I

九
八
・
也

九
屯
・
一
u

七一・一
二
三
・
回

回一百人

回一
5
・八

と
の
畑
の
提
供
者
は
凡
て
個
人
地
主
で
あ
る
。
利
肘
者
と
し

て
は
五
反
歩
未
湖
が
最
も
多
い
。
昭
和
八
年
産
業
組
合
が
畑
の

管
理
を
委
託
さ
れ
る
に
際
し
、
制
ム
口
は
地
主
よ
り
首
時
の
小
作

料
よ
り
一
割
二
分
械
を
以
て
賃
借
し
・
之
を
五
分
引
に
て
耕
作

人
に
賃
貸
す
る
こ
と
L

し
た
勾
而
し
て
此
の
七
分
の
絡
差
は
之

を
組
合
の
利
用
手
数
料
と
し
て
、
組
合
が
政
得
す
る
も
の
で
あ

第
四
十
四
巻

四
六
四

第

銃

1'.'1 

る
。
従
っ
て
畑
地
利
用
に
閲
し
て
は
、
組
合
は
地
主
か
ら
も
、

小
作
人
か
ら
も
手
数
料
を
去
も
徴
収
し
な
い
。
而
し
て
中
休
村

一
般
の
畑
小
作
料
は
昭
和
二
年
以
降
、

一
反
歩
蛍
り
上
畑
一
七

樹
、
中
畑
一

0
・
二
国
、
下
畑
八
・
四
闘
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、

組
合
員
は
之
よ
り
も
者
干
低
い
小
作
料
で
組
合
か
ら
畑
地
を
借

m -~ヒ
ノj 、 (~'t

作 II;;'.-!

r!fli 
iこ 1-
上k 唱

し F12
」 μ

W'J Iョ 'j-'
安 b 汗ど
と l'IIやj
な 1:: に
つ IHI 於
て -c け
ゐ止る
るハ ;~: 訓立

<o¥ -;，)三』

OUr 71、元主

仏、議
，0'関

入
れ
る
揮
官
あ
る
。

反
歩
の
総

:¥11 

li 
非l
tJ 

之
は
同
村
に
於
付

る
水
田
の
稀
少
に
悲
く
も
の
で
あ
ら
う
。

畑
小
作
料
は
金
納
小
作
料
た
る
闘
係
上
、
従
来
は
七
月
及
び

十
二
月
の
二
期
介
納
で
る
っ
た
が
、
産
業
組
合
が
畑
地
の
管
理

を
引
受
け
て
以
来
、
之
を
改
め
て
‘
小
作
料
は
六
月
、
十
月
、

十
二
月
の
三
期
に
各
三
分
の
ご
処
分
納
す
る
こ
と
ミ
し
た
か
ら

小
作
人
に
と
っ
て
極
め
て
便
利
と
な
っ
た
。
而
し
て
組
合
員
た

る
畑
小
作
人
が
養
議
を
行
ひ
、
組
合
に
仇
繭
す
る
揚
合
に
は
、

畑
小
作
料
の
第
一
同
支
排
分
は
春
繭
代
金
の
仮
波
金
よ
り
、
第

二
同
支
捌
分
は
秋
繭
代
金
の
仮
波
金
よ
り
、
第
三
同
支
榔
分
は

春
繭
及
秋
繭
の
清
算
金
か
ら
差
引
く
と
と
、
た
っ
て
ゐ
る
。

こD 耕地整担E組合。昭和国年 2月 5日現在に於け b借入金現在高(日本勧業銀
行よ vv)は 132.819固にして、その年賦金lま 10，616闘であるから、小作料を
以て充分に之を償還することが出来る。
存薬牧署室長300貫、 30貫につき 2岡7。銀、秋桑120町、 I固にN6貫目の割合に
て、察闘z反歩総収盆47闘となる(昭和口年度)。
j即詑6)参照。
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畑
小
作
料
は
金
納
た
る
闘
係
上
、
減
免
を
行
ふ
機
合
は
少
な

ぃ
。
組
合
の
畑
地
柏
町
叩
日
以
来
、
明
内
十
年
度
に
於
て
一
岡
、

分
の
減
売
を
行
っ
た
に
過
ぎ
な
い
っ

更
に
中
津
洲
合
の
管
内
す
る
ぢ
地
の
徒
供
者
及
び
利
用
者
を

見
る
に
突
の
如
く
在
っ
て
ゐ
る
。
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一一、

宍

宅
地
の
利
用
料
は
年
額
一

坪
十
銭
乃
五
三
十
銭
、
普
通
二
十

銭
で
あ
る
。
但
し
耕
地
整
現
組
合
の
移
住
奨
励
宅
地
三
‘

五
八

五
坪
の
利
用
料
は
百
五
十
坪
常
り
四
闘
と
な
っ
て
ゐ
る
。
宅
地

利
用
料
の
納
期
は
畑
地
と
同
様
、
六
月
、
十
月
、
十
二
月
の
一
二

期
分
納
で
あ
る
。五

以
上
に
亙
り
中
津
産
業
組
合
の
土
地
利
用
事
業
に
就
き
共
の

土
地
利
用
組
合
に
闘
す
る
一
資
料

慨
況
を
紹
介
し
た

3

本
事
業
の
特
徴
を
象
ぐ
れ
ば

五

ω開
墾
水
町
の
…
山
田
現
を
産
業
組
合
に
委
託
し
、
借
入
川
墾
費

加
の
償
建
計
叢
を
確
ム
止
し
た
る
こ
と
。

却
水
町
管
理
に
闘
し
て
は
、
水

m提
供
地
主
の
み
よ
り
手
数

料
を
徴
牧
し
、
利
問
者
た
る
小
作
人
よ
り
は
之
を
徴
牧
せ
ざ
る

こ
と
。
且
つ
遠
方
部
落
が
ら
の
利
川
料
納
入
者
に
潤
し
で
は
、

組
合
に
於
℃
共
の
漣
搬
究
を
負
推
す
る
ヲ
~
と
。

ゆ
畑
地
の
d
v
J一
に
附
し
で
は
、

小
作
料
を
改
定
し

主
三
代
〉
-

'E
一
5
v
d

u
t
L
 

パ
リ
行
午
ト

du
一
割
一
十
分
引
に
亡
地
ヨ
よ
り
佑
受
付

之
を
五
分

引
に
で
小
作
人
に
貸
付
け
、

そ
の
格
差
七
分
を
組
合
の
手
数
料

に
ん
品
で
、
従
っ
て
組
合
員
た
る
地
主
及
び
小
作
人
よ
り
乏
も
手

数
料
を
徴
牧
せ
ざ
る
こ
と
。

川
明
畑
小
作
料
の
納
付
を
三
期
分
納
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

養
認
牧
入
獲
得
期
に
之
を
適
膝
せ
し
め
た
る
と
と
等
の
諸
貼
が

事
げ
ら
れ
る
。

向
ほ
本
組
合
営
事
者
の
一
一
一
一
日
に
よ
れ
ば
‘

「
と
の
事
業
開
始
以

来
、
利
用
耕
作
者
に
は
著
し
く
好
感
を
興
へ
た
る
鏡
、
小
作
料

の
抑
込
は
組
合
を
先
に
し
、
他
の
地
主
を
後
に
す
る
傾
向
は
自

第
四
十
四
巻

空再

就

一一
ゴエ

四
六
五

本組合へv111体の提供者は6人にして、 fi~ れも rnl]・歩未満て~ある。 1'1林の利用
者も 6人にして、何れも 5反歩以下である ο 山体白玉FIJH]は毛J二探JIえの日的で

ある。
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土
地
利
用
組
合
に
闘
す
る
一
資
料

然
的
と
た
り
:
:
:
:
-
水
栢
不
作
の
潟
、
岡
地
小
作
料
軽
減
の
際

も
組
合
は
先
ん
じ
て
闘
湖
の
解
決
を
潟
し
得
た
る
結
巣
、
村
内

一
般
に
速
に
闘
満
在
る
解
決
を
鴻
す
こ
と
を
得
た
り
」
と
し
て

ゐ
る
。

か
L

る
地
主
小
作
人
聞
の
闘
漏
な
る
協
制
の
外
に
産
業

組
合
白
憾
と
し
て
は
、
山
土
地
利
刑
事
業
の
開
始
に
よ
り
、
和
合

日
民
の
組
合
に
射
す
る
闘
心
を
高
め
、
他
種
事
業
も
旺
盛
と
な
る
。

h
U
7
h巳
H
U
I
j
f
t
b
R之
、
J
H
H
人

1

こ
:
}
、

川

J

j

h
つ干
H
川
球
弓

1
d川

U
V
!

品
川
1
6
1

'U巴
t
E
-
f
-
U
H
〆

H

-

-

M

一一、

11
内

B

H
t
r
b
H
U
-
-
穴式
hfJ斗
同
一
F
仁

の
配
合
肥
料
を
利
制
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

制
土
地
利
則
者
は

少
く
と
も
一
年
に
コ
一
問
、
小
川
川
料
支
排
の
た
め
組
合
を
訪
づ
れ

る
か
ら
、
勢
ひ
州
合
と
の
闘
係
を
密
接
に
す
る
等
の
利
径
が
あ

る

最
後
に
本
組
合
と
組
合
員
た
る
地
主
及
ひ
小
作
人
の
閥
係
に
つ
き

一
一
百
す
る
。
本
組
合
の
土
地
利
用
規
約
第
凶
僚
に
、
「
地
主
は
提
供
せ

る
土
地
を
勝
来
耕
作
人
に
貰
波
す
を
本
国
日
と
し
、
組
合
の
了
解
を
符

ず
し
亡
他
に
貰
放
す
こ
と
を
何
ざ
る
も
の
と
す
」
と
規
定
し
て
、
現

在
の
耕
作
者
を
保
護
し
て
ゐ
る
。
町
し
て
地
主
が
持
の
土
地
を
小
作

人
に
資
渡
す
場
合
に
は
、
組
合
が
斡
旋
の
勢
を
と
る
こ
と
ふ
な
っ
て

ゐ
る
。
併
し
組
合
が
地
主
よ
り
土
地
管
艇
の
委
託
を
受
け
る
期
間
は

三
ヶ
年
と
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
組
合
が
更
に
組
合
員
た
る
小
作
人
に

管
理
地
を
貸
付
す
る
期
間
も
主
た
同
様
に
三
ヶ
年
の
短
期
た
ら
ざ
る

第
四
十
四
谷

四
六
六

第

軍主

ーノ、

を
符
な
い
。
同
村
地
方
の
悦
習
と
し
て
は
、
小
作
期
間
の
柿
丁
後
も
引

続
き
小
作
欄
係
が
艇
航
さ
れ
る
宇
う
で
あ
る
か
ら
、
質
質
的
に
は
組

合
員
た
る
小
作
人
の
耕
作
穫
が
矧
保
さ
れ
る
で
あ
ら
う
が
、
間
外
者

か
ら
兄
れ
ば
、
小
作
期
間
が
短
期
で
あ
る
聞
係
上
、
小
作
人
の
地
作

が
何
ほ
幾
分
不
安
定
の
宇
う
に
思
は
れ
る
か
ら
、
何
と
か
工
夫
し
で

小
作
期
間
を
今
少
し
〈
長
期
な
ら
し
め
、
以
て
小
作
人
の
主
計
の
耕
地

に
到
す
る
闘
係
争
二
府
築
物
な
ら
し
め
る
三
と
が
望
古
し
い
。
法
英
、

組
合
前

4
4引
は

1

村
内
令
部
内
地
主
よ
り
耕
作
椛
を
併
受
付
川
将
来

t
t
官
:
占
、

J
U
H
一一

R

、

、

、

t
7
L
:
1
ゆ

》

d
1
J
I
l

l
-ヶ
ド

I
一

l
u
H
j
丹
〈
バ
a
y
j
和
〈
引
q
rぃ剥
t
I
f
4
F
1
H
F
H

者
た
る
組
合
員
と
し
て
、
明
朗
な
る
耐
令
を
栴
成
し
、
更
に
地
主
・

耕
作
者
聞
に
斡
旋
の
勢
を
執
り
て
、
品
脚
力
向
作
農
家
を
創
設
し
、
近

き
将
来
に
於
て
竪
貨
な
る
県
想
郷
の
殿
堂
を
建
設
せ
ん
と
す
る
」
熱

意
を
示
し
て
ゐ
る
。
私
は
中
津
村
の
た
め
、
婦
か
る
理
想
郷
の
建
設

が
一
日
も
早
〈
貨
現
す
る
や
う
念
願
し
て
ゐ
る
c

(
附
記
)
こ
の
調
査
研
究
を
な
す
に
岱
り
、
保
持
責
任
紳
奈
川
紙
生

紙
販
賀
肱
買
組
合
聯
合
A
W
主
塾
、
柳
川
佐
久
氏
よ
り
時
間
々
毅
一
部
を

受
け
た
。
蕊
に
深
謝
の
意
を
表
す
る
。


